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質疑応答 
 

質問者① JAXA 構造機構グループ 佐々木様 

2 点質問がございます。NEC、NT スペースはこれまで ISAS と協力して衛星開発を行って

きているが、そういった中で JAXA 相模原や筑波の試験設備を使っていて、改善して欲し

かった点で、改良した部分はありますか。 

2 点目の質問は、仮に JAXA 側の試験設備に緊急事態が発生し使用できなくなった場合に、

JAXA が他社と開発をしている衛星の試験のために試験設備を貸して頂くことは可能か。 

 

発表者 

1 点目の質問について、JAXA の試験設備を使用していて特に問題となる事項はないと考え

ており、基本的には JAXA 試験設備と同等レベルの設備をつくる予定です。 

少し質問の主旨とはずれるかもしれないが、お客様（JAXA）の試験設備を使用するという

ことはスケジュールの観点で自由度が少ないことが挙げられる。自社の設備をつくること

でスケジュール等の自由度は増えると考えている。 

2 点目質問について、今のところ NEC 外への設備貸出は考えていないが、東日本大震災レ

ベルの震災が発生した場合はお互い補完できるような運用ができるよう今後考えていきた

い。つくばと東京であれば災害のレベルも異なることが予想されるため、お互いの補完関

係にはなれると考える。 

 

 

質問者② 日本エーエスアイ 井下様 

試験設備ということで今回主に実物の計測であるハードの説明だったが、将来的な試験設

備ということでいうとシュミレーションとか解析、3D デジタルモックアップといったもの

の整備や計画はあるのか。 

 

発表者 

シュミレーションに関しては従来実施しているものを基本的には踏襲する。 

3D を使用した試験設備の形状やインターフェースの確認は実際に計画して進めている。今

回は時間の都合上割愛した。詳細な 3D モデルを作って治具を組み立てた際の検討をしてい

く予定である。 
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質問者③ 九州工業大学 畑村様 

振動試験の計測データ処理装置について発表された際に、歪ゲージの計測チャンネルが

104ch と説明されたが、実際に歪を測ることを目的しているのか。それとも加速度センサの

取り付けにくい部分に加速度センサの替わりに取り付けて加速度に変換することを目的と

しているのか。 

発表者 

実際に歪を測ることを目的としている。 

 

質問者 

振動試験の制御用の加速度センサは 60ch と書かれているが、これは通常 60ch で制御される

という意味か、それとも MAX のチャンネル数のことか。 

 

発表者 

MAX のチャンネル数のことである。今までの実績から 60ch あれば十分と考えている。 

 

質問者 

治具の構成次第だとは思うが、私の経験上たくさん取り付けすぎると 10G の振動試験が振

れすぎる所があるせいで 9、8G に落ちることもあるので多いと感じた。 

 

発表者 

実際にはこんなにも使用しないとは思うが、能力として 60ch ということである。 

 

質問者④ JAXA 環境試験技術センター 河﨑様 

P.23 アライメント設備の概要部分について、記載されている仕様だと角度測定のみの設備

と見受けられるが、位置座標測定については考えているのか。 

発表者 

この設備自体は角度の測定のみでの使用を考えている。但し、レーザートラッカー等も導

入していることからそれと組み合わせる形で位置測定もしていくことになる。 

 

質問者 

測定精度±20 秒角以下というのはあくまでロータリーテーブルの精度ということか。 

 

発表者 

その通りである。 
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質問者③ 九州工業大学 畑村様 

振動試験の計測データ処理装置について発表された際に、歪ゲージの計測チャンネルが

104ch と説明されたが、実際に歪を測ることを目的しているのか。それとも加速度センサの

取り付けにくい部分に加速度センサの替わりに取り付けて加速度に変換することを目的と

しているのか。 

発表者 

実際に歪を測ることを目的としている。 

 

質問者 

振動試験の制御用の加速度センサは 60ch と書かれているが、これは通常 60ch で制御される

という意味か、それとも MAX のチャンネル数のことか。 

 

発表者 

MAX のチャンネル数のことである。今までの実績から 60ch あれば十分と考えている。 

 

質問者 

治具の構成次第だとは思うが、私の経験上たくさん取り付けすぎると 10G の振動試験が振

れすぎる所があるせいで 9、8G に落ちることもあるので多いと感じた。 

 

発表者 

実際にはこんなにも使用しないとは思うが、能力として 60ch ということである。 

 

質問者④ JAXA 環境試験技術センター 河﨑様 

P.23 アライメント設備の概要部分について、記載されている仕様だと角度測定のみの設備

と見受けられるが、位置座標測定については考えているのか。 

発表者 

この設備自体は角度の測定のみでの使用を考えている。但し、レーザートラッカー等も導

入していることからそれと組み合わせる形で位置測定もしていくことになる。 

 

質問者 

測定精度±20 秒角以下というのはあくまでロータリーテーブルの精度ということか。 

 

発表者 

その通りである。 

 

 

質問者⑤ JAXA 環境試験技術センター 施様 

2 点質問がございます。全体計画の中で 2015 年度の整備はアライメントと質量特性と書か

れているが、衝撃試験設備はこれからつくる計画があるのでしょうか。 

2点目の質問は音響試験設備と振動試験設備では同じメーカの 400chの計測系が導入される

ようだが、互換性を持たせた形で整備される予定か。 

 

発表者 

1 点目の質問について衝撃は設備として整備するというよりは計測系と点火系があればよ

いので既存のものが使用できると考えている。但し、来年度新しく、チャンネル数を増や

した点火系と、同じシーメンスの衝撃の測定系を導入する予定。 

2 点目の質問についてですが、全く同じものを 2 式導入するため故障すればもう一方で対応

することも可能である。 
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